
　　　　

令和8 年 4 月 1 日

平日 11 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

休日 10 時 0 分から 16 時 0 分まで ※平日・休日共に時間外については応相談（日中一時利用）

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

・生活者として地域の中で普通の暮らしを目指す
・障害の軽減と発達保障
・利用者が主人公となれる施設運営
・障碍者運動の前進のため仲間づくりと地域のネットワークづくり

事業所名 放課後等デイサービス　きらり 作成日支援プログラム

予定の変更、活動や場面の転換で気持ちの切り替えがスムーズに行えるようスケジュール表を作成し、急な変更によるパニックを避けるため予定変更は早い段階で伝える
一日のスケジュール、活動内容、その日の友達、長期休みの始まりと終わり等を写真カードやスケジュール表を使用することで本人と確認し、見通しをもって安心して過ごすことができる
ように支援する

本人の力が入る向きを考慮した位置に音声の入ったボタンを設置し、ボタンを使用してコミュニケーションをとれるよう支援する（「はい（返事）」、「れい（号令）」等）
本人の気持ちを正しく表現する言葉やジェスチャーを伝えて表現の幅が広がり、自分の気持ちや思いが伝わる喜びを得られるように支援する
大きな声で発声し、ジェスチャー以外の方法でもお友達に伝える・知らせる手段を見つける

友達と一緒に遊ぶ機会を多く持ち、順番を待つ、相手に譲ることを学ぶ
集団に参加し、友達とのふれあいや活動の中で刺激を受け、感情の表出や表情の変化を引き出す

支援方針

・利用者の自立生活を積極的に支援していく
・利用者が地域の中で、市民として普通の生活を送れるよう支援する
・李域と共生・共感し、地域の福祉と町づくりを前進させる

送迎実施の有無

営業時間

主な行事等
夏祭り
クリスマス会

（別添資料１）

家族支援
本人・ご家族に日常生活の中で必要な支援に関する情報提供を行い、利用時間内
で協力・支援を行う

移行支援
将来を見据えた支援を提供し、将来・卒後に向けて本人・ご家族に寄り
添ったドバイスや情報提供を行う

地域支援・地域連携
学校や医療機関を含む関係機関で情報共有を行い、それぞれの場所で統一した支
援を行えるようにする

職員の質の向上
支援プログラムや救命救急、虐待防止等、内部・外部研修を通して知識を
深め、支援の向上や事故防止を行っている

支　援　内　容

時間を決めてトイレ誘導を行い、トイレでの排泄を目指す
来所時は身体状況や体調を確認し、ご家族と日常的に情報共有しながら体調面、精神面ともに安定して通所できるよう支援する
ボタンやファスナーの着脱ができるように洗濯ばさみやゴムの引っ張り合い等の指先の運動を行う

手指の拘縮を予防するため、曲げる運動と伸ばす運動を行う
膝立ちを維持し、その状態でボール遊びなどの簡単な遊びを行う
曲がっている右膝や緊張により握りこまれてしまう手の親指、足首等、拘縮が進む箇所を伸ばして拘縮予防と機能維持を図る

本
人
支
援


